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広
報
だ
い
せ
ん

び よ      りおおきなせなかに — 夢を乗せ未
あ

来
す

に羽ばたく元気なまち

誕生から５年
かみおか幼稚園・神岡保育園の５歳児 32 人
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特別障害者
手当の支給
　日常生活で常時特別の介
護を必要とする重度障がい
がのある、20歳以上の方に
支給される手当です。原爆被
害者の介護手当、公害被害補
償法および予防接種法の手
当との供給調整があります。
対象／①施設に入所していな
い方②病院等に継続して3カ
月を越えて入院していない方
③毎年の所得が基準以下の方
手当額／月額26,440円
支給月／ 5月、8月、11 月、
2月
※申請月の翌月から支給の対象と
なります。

各種障害者手帳の交付
　障害者手帳は、障がいのある方がさまざまな福祉制度を利用する際に必要となるものです。
　手帳の交付を希望する方は、援護福祉課、各総合支所市民課で手続きをしてください。

身体障害者手帳
　身体に障がいのある方が、各種
サービスを受けるために必要です。
対象／視覚、聴覚、音声・言語機能
そしゃく、肢体、心臓等の内部疾患
のある方
必要書類／医師の診断書（身体障害
者手帳を申請する方のみ）、顔写真（縦
4㌢ ×横 3㌢）、印鑑、本人確認がで
きるもの（各種免許、健康保険証など）

身体障害者手帳（赤い手帳）

療育手帳
　知的障がいのある方が、各種サー
ビスを受けるために必要です。
対象／ 18歳未満で知的障がいが認
められた方
必要書類／医師の診断書、顔写真（縦
4㌢ ×横 3㌢）、印鑑、本人確認がで
きるもの（健康保険証など）

療育手帳（青い手帳）

精神障害者保健福祉手帳
　精神に障がいがある方が、各種
サービスを受けるために必要です。
対象／6カ月以上精神科の治療を受
けている方や障害基礎年金（精神）
を受給され日常生活または社会生活
上に制限があると認められた方
必要書類／医師の診断書または障害
基礎年金の証書、顔写真（縦 4㌢×

横 3 ㌢）、印
鑑、本人確
認ができる
もの（各種免
許、健康保険
証など）

精神障害者保
険福祉手帳
（緑の手帳）

４月から受け付けを開始する事業や特別障害者手当の支給、各種障害者手帳の交付についてお知らせします。
このほかの制度については、援護福祉課へ問い合わせください。
【問い合わせ】各総合支所市民課、援護福祉課☎0187-63-1111内線 167・168・178まで

援護福祉課からのお知らせ

障がい者（児）タクシー券給付事業
　次のいずれかに該当する方に、１回の乗車につき600円分を助成するタクシー券
を年間最大24枚給付します。ただし、施設に入所している方、自動車税等の減免を
受けている方、人工透析通院費の支給を受けている方は給付されません。
対象／①身体障害者手帳１級～２級をお持ちの方②身体障害者手帳の３級をお持
ちの方で、下肢・体幹・呼吸器・視覚障がいのある方と人工透析を受けている方
③療育手帳Aの方④精神障害者保健福祉手帳１級の方
持参するもの／印鑑、障害者手帳、特定疾患医療受給者証（人工透析を受けている方のみ）

人工透析通院費支給事業
　人工透析の通院治療を受けている方で、次のすべてに該当する方に交通費の一
部を助成します。
対象／①自宅から医療機関まで、片道５㌔以上の方②タクシー利用券の給付を受
けていない方
助成額／往復の通院距離×10円 ×通院回数
持参するもの／印鑑、障害者手帳、特定疾患医療受給者証

４月１日から受け付けを開始する２事業
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【
自
転
車
競
技
】
佐
々
木
吉
徳
（
明
治
大
４
）

【
カ
ヌ
ー
】
佐
々
木
将
汰
（
西
仙
北
高
２
）

【
陸
上
競
技
】
小
山
拓
良
（
大
曲
高
３
）

【
陸
上
競
技
】
長
澤
真
唯
（
豊
成
中
３
）、
山

手
恵
太
郎
（
同
）、
出
雲
葉
月
（
大
曲
高
２
）、

冨
岡
真
吾
（
同
）、
齋
藤
陽
平
（
同
）、
伊
藤

泰
彬
（
横
手
高
２
）、
高
橋
加
奈
（
同
）、
和

田
基
（
秋
田
商
高
３
）、
渡
邊
慎
太
郎
（
同
）、

草
薙
祐
佳
（
角
館
高
３
）

【
水
泳
】
小
西
修
平（
大
曲
高
２
）、高
橋
津（
同
）

【
サ
ッ
カ
ー
】
草
彅
翼
（
秋
田
商
高
３
）、
小

山
浩
平
（
同
２
）

【
テ
ニ
ス
】
工
藤
龍
仁
（
青
森
大
学
４
）

【
自
転
車
競
技
】
深
田
洋
幸
（
大
曲
農
高
太

田
分
校
２
）、
伊
藤
博
人
（
宮
腰
精
機
㈱
）

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
勝
田
こ
と
ね
（
神
宮
寺

小
４
）、
髙
橋
彩
耶
（
花
館
小
５
）、
福
田
麗

優
（
大
曲
小
４
）、
小
松
佑
亮
（
同
５
）、
鈴

木
健
斗
（
同
）、
小
山
莉
奈
（
同
６
）、
佐
々

木
千
明
（
同
）、
伊
藤
栞
（
南
外
西
小
４
）、

八
嶋
美
咲
（
同
６
）、
伊
藤
朱
里
（
南
楢
岡

小
６
）、伊
藤
あ
り
さ（
秋
田
和
洋
女
子
高
１
）、

小
田
原
理
奈
（
同
）、
小
松
亜
紗
美
（
同
）、

髙
橋
由
紀
恵
（
同
）、
小
田
原
沙
樹
（
同
３
）

【
卓
球
】
打
川
季
美
香
（
大
曲
高
１
）、
高
橋
愛

梨（
同
）、佐
々
木
麻
衣（
同
２
）、松
橋
真
央（
同
）

【
柔
道
】
伊
藤
明
日
香
（
大
曲
中
３
）、
藤
澤

洋
樹
（
角
館
高
３
）

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】佐
々
木
梨
子（
土
川
小
５
）、

佐
藤
竜
介
（
刈
和
野
小
６
）、阿
部
美
沙
紀
（
平

和
中
３
）、
佐
藤
想
（
同
）、
富
処
悠
暉
（
西

仙
北
東
中
３
）、
畠
山
佳
樹
（
同
）、
鈴
木
尚

子
（
秋
田
北
高
１
）、信
太
智
裕
（
秋
田
工
高
２
）

【
剣
道
】
佐
藤
結
衣
（
生
保
内
中
１
）

【
登
山
】
高
橋
萌
（
大
曲
高
１
）、今
川
美
（
同

２
）、
西
宮
啓
伍
（
同
）

【
空
手
道
】
加
藤
拓
（
花
館
小
３
）、
安
田
朔

哉
（
北
神
小
３
）、小
林
康
陽
（
神
宮
寺
小
２
）、

高
橋
彩
音
（
同
５
）、上
村
美
南
（
大
曲
中
２
）、

菅
直
貴
（
同
）、
藤
原
裕
介
（
同
）、
藤
田
英

憲
（
同
３
）、
相
馬
美
樹
（
平
和
中
２
）、
齊

藤
美
紗
希
（
同
３
）、見
達
政
哉
（
大
曲
高
２
）、

加
賀
谷
朗
（
大
曲
東
保
育
園
保
育
士
）

【
な
ぎ
な
た
】
佐
々
木
綾
子
（
大
曲
高
２
）、
高

橋
弥
生（
同
）、藤
井
芹
菜（
同
）、菊
地
茉
理（
同
３
）

【
陸
上
競
技
】
大
曲
高
校
陸
上
競
技
部
男
子

１
６
０
０
ｍ
Ｒ
チ
ー
ム
、
大
曲
高
校
陸
上

競
技
部
女
子
駅
伝
チ
ー
ム

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
神
岡
あ
じ
さ
い

【
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】
四
ツ
屋
ウ
イ

ン
ス
マ
イ
ル
ズ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
】
大
曲
農
業
高
校
女
子
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】
大
曲
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

【
卓
球
】
大
曲
南
中
学
校
卓
球
部
男
子
、
仙
北

中
学
校
女
子
卓
球
部
、
大
曲
高
校
卓
球
部
女
子

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】平
和
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

西
仙
北
東
中
学
校
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

【
剣
道
】
角
間
川
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
登
山
】
大
曲
高
校
登
山
部
女
子

【
空
手
道
】
誠
和
会
大
曲
、
大
曲
中
学
校
空

手
道
ク
ラ
ブ
・
平
和
中
学
校
空
手
道
ク
ラ
ブ

【
な
ぎ
な
た
】
大
曲
農
業
高
校
な
ぎ
な
た
部
、

大
曲
高
校
な
ぎ
な
た
部
、
大
仙
な
ぎ
な
た
連
盟

【
軟
式
野
球
】
高
梨
ミ
ラ
ク
ル
ズ
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
、
大
曲
中
学
校
野
球
部

《
敬
称
略
》
※
（  

）
の
中
の
数
字
は
学
年

寺
てら

邑
むら

 能
よし

實
み

さん（大曲地域）
　旧大曲市体育協会の要職を歴任。競
技団体育成や総合型地域スポーツクラ
ブ「大曲スポーツクラブ」設立に深く携
わり､ 地域の生涯スポーツ充実に尽力。
地域から厚い信頼を受け、生涯スポー
ツ活動の普及、発展に貢献されています。

功労賞 大仙市体育協会大曲支部

橋
はし

本
もと

 五
ご

郎
ろう

さん（協和地域）
　旧協和町体育協会、大仙市体育協
会の要職を歴任。地域のスポーツ振興
と体育協会の運営強化、加盟団体の連
携や育成に貢献。協和野球連盟、県軟
式野球連盟仙北西支部においても地域
野球の振興・充実に尽力されています。

功労賞 大仙市体育協会協和支部

故 横
よこ

山
やま

 孝
たかし

さん（神岡地域）
　旧神岡町体育協会の副会長、会長
を歴任。大仙市体育協会が設立した
後は副会長として尽力。組織の運営、
発展に寄与されたその功績は大きく、
後進の模範となっています。

功労賞 大仙市体育協会神岡支部

鈴
すず

木
き

 光
こう

一
いち

さん（大曲地域）
　旧大曲市野球連盟設立当時から役
員を務め、市の軟式野球発展に寄与。
小学校低学年の児童を対象とした「大
曲チビッコ野球教室」の設立に尽力。
市の野球人口の拡大と選手育成に寄
与されています。

栄誉賞 大仙市野球連盟

金
かね

子
こ

 美
み

喜
き

男
お

さん（中仙地域）
　長年にわたり指導者として選手や
後進の指導育成にも携わり、中仙地
域のバスケットボール競技の振興に
尽力。中仙町バスケットボール協会、
大仙市バスケットボール協会設立に
中心的立場で貢献されています。

功労賞 大仙市バスケットボール協会

栄 

光 

賞
（
個
人
の
部
）

奨 

励 

賞
（
個
人
の
部
）

奨 

励 

賞
（
団
体
の
部
）

大仙市スポーツ賞
受賞者紹介

平成 21 年度

平成21年度大仙市スポーツ賞の受賞者を
紹介します。この賞は市のスポーツの発展
に尽力された方や各種競技において優れた
成績を収めた個人・団体に贈られます。
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佐
さ

々
さ

木
き

  昌
ま さ

 志
し

 さん
（西仙北・土川  61歳）

大
お お

 坂
さ か

  義
よ し

 德
の り

 さん
（大曲・藤木  64歳）

加
か

 藤
と う

　勲
いさお

 さん
（大曲・内小友  71歳）

高
た か

 橋
は し

　司
つかさ

 さん
（大曲・大曲  81歳）

地方自治功労

今
こ ん

 野
の

  正
せ い

 彬
ひ ん

 さん
（神岡・神宮寺  72歳）

山
や ま

 谷
や

  屮
そ う

 二
じ

 さん
（協和・境  77歳）

熊
く ま

 谷
が い

　勲
いさお

 さん
（中仙・北長野  68歳）

地方自治功労

笹
さ さ

 元
も と

  嘉
よ し

 辰
た つ

 さん
（大曲・花館  73歳）

田
た

 口
ぐ ち

  宏
ひ ろ

 暢
の ぶ

 さん
（南外・赤平台野  82歳）

髙
た か

 貝
が い

  久
ひ さ

 遠
と お

 さん
（太田・太田  63歳）

伊
い

 藤
と う

  稔
みのる

 さん
（仙北・横堀  68歳）

地方自治功労教育功労

柳
やなぎ

 葉
ば

  敏
と し

 郎
ろ う

  さん
（西仙北・刈和野・49歳）
大仙市刈和野在住。高校卒業後、高い志を
持って上京。表現力を磨き俳優として確固
たる地位を獲得しました。大仙市に在住し
ながら芸能界で幅広く活躍されています。

　

演
技
力
の
高
さ
と
独
創
的
な
人
柄
か
ら
俳
優
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
獲
得
し
、
芸
能
界
で
幅
広
い
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
夢
を
叶
え
た
道
の
り
は
、
希
望
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
の
誇
り
で
す
。

　

ま
た
、
芸
能
活
動
と
並
行
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員

活
動
や
各
種
講
演
会
講
師
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
支

援
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
地
域
行
事
や
教
育
振

興
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
発
信
し
、
大
仙
市
の
名
声
を
全

国
に
広
め
て
い
ま
す
。

「
市
民
賞
」「
功
績
者
」「
感
謝
状
」

市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

各
賞
の
受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

平
成
17
年
３
月
22
日
の
誕
生
か
ら
５
年
を
迎
え
る
大
仙
市
。
誕
生
５
周
年

を
記
念
し
「
大
仙
市
誕
生
５
周
年
記
念
式
典
」
を
３
月
22
日
、
大
曲
市
民

会
館
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
式
典
で
は
、映
像
で
５
年
間
を
振
り
返
り
、

新
た
に
制
定
す
る
市
民
憲
章
の
披
露
や
功
績
者
等
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
政
策
課
☎
０
１
８
７
（
63
）
１
１
１
１
内
線
２
５
３
ま
で

　
大
仙
市
誕
生
５
周
年
記
念
式
典 

― 

３
月
22
日
（
月
）・
大
曲
市
民
会
館
を
会
場
に
開
催

功績者表彰

市民賞　　　

小
こ

 松
ま つ

  隆
た か

 明
あ き

 さん
（西仙北・刈和野  62歳）
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特別表彰
感謝状贈呈

【教育文化振興】
池 田  泰 久 さん
（仙北・高梨  61歳）

【地域支援活動】
東北醤油（株）
（神岡・神宮寺）

【地域産業振興】
ナガイ白衣工業（株）
（神岡・神宮寺）

【スポーツ振興】
加 藤  時 子 さん
（大曲・大曲  73歳）

齋藤  貴和子 さん
（大曲・大曲  82歳）

山 本  良 二 さん
（大曲・大曲  79歳）

山 田  義 輝 さん
（大曲・大曲  66歳）

【地域医療振興】
小山田　雍 さん
（大曲・大曲  64歳）

滑 川  五 郎 さん
（中仙・長野  72歳）

進
し ん

 藤
ど う

  秀
ひ で

 夫
お

 さん
（大曲・大曲  85歳）

佐
さ

 藤
と う

  賢
け ん

 治
じ

 さん
（西仙北・刈和野  77歳）

商工業功労 農業功労 芸術文化功労

間
ま

 瀬
せ

  堅
け ん

 一
い ち

 さん
（大曲・角間川  73歳）

鈴
す ず

 木
き

  正
ま さ

 雄
お

 さん
（協和・船岡  69歳）

小
こ

 松
ま つ

  政
ま さ

 雄
お

 さん
（大曲・松倉  79歳）

有
あ り

 明
あ け

  秀
ひ で

太
た

郎
ろ う

 さん
（大曲・大曲  74歳）

消防功労社会福祉功労民生児童委員功労

佐
さ

々
さ

木
さ

  岩
い わ

 男
お

 さん
（大曲・大曲  72歳）

下
し も

 山
や ま

  維
ま さ

 敏
と し

 さん
（大曲・大曲  73歳）

地方自治功労 スポーツ功労地域医療功労

　

南
外
地
域
出
身
の
民
謡
歌
手
・
小
松
み
ど
り
さ
ん
と

と
も
に
民
謡
不
在
の
大
都
市
で
民
謡
文
化
の
伝
承
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
後
継
者
育
成
・
指
導
な
ど
の

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
、
数
多
く
の
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
の
民
謡
大
会
の
審
査
委
員
長
と
し
て
活
躍
す
る

ほ
か
、
市
内
の
学
校
に
民
謡
楽
器
を
寄
贈
さ
れ
る
な
ど
、

秋
田
民
謡
の
普
及
・
保
存
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
か
ら
民
謡
の
祖
と
し
て
尊
敬
を
集
め
、
大
仙
市

の
名
声
を
全
国
に
広
め
て
い
ま
す
。

大
仙
市
５
周
年

各
受
賞
者
の
選
考
に
つ
い
て

受
賞
者
は
、
次
の
選
考
基
準

に
よ
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
市
民
賞
】

広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
市
の

名
声
を
高
め
る
活
躍
を
さ
れ
た

方
を
選
出
し
ま
し
た
。

【
功
績
者
】

合
併
推
進
や
新
市
の
基
礎
固
め

に
貢
献
し
、優
れ
た
功
績
の
あ
っ

た
方
を
選
出
し
ま
し
た
。

【
感
謝
状
】

市
政
の
推
進
に
協
力
し
、
他
の

模
範
と
な
る
貢
献
を
さ
れ
た
方

（
事
業
所
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

佐
さ

々
さ

木
き

  貞
さ だ

 勝
か つ

  さん
（東京都台東区・77歳）
大仙市太田町出身。民謡の全国的普及を目指
し若くして上京。修行に励み、唄、三味線、尺八、
太鼓の才能を高めました。現在は日本民謡協
会理事として幅広く活躍されています。

市民賞　　　

誕生から 年

澁
し ぶ

 川
か わ

  喜
き

 一
い ち

 さん
（中仙・豊川  74歳）

髙
た か

 桺
やなぎ

  恭
きょう

 侑
ゆ う

 さん
（大曲・大曲  68歳）
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昨
年
４
月
の
市
長
選
で
、
み
な
さ

ん
の
支
援
に
よ
り
、
引
き
続
き
大
仙

市
長
と
し
て
市
政
の
舵
取
り
役
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
か

ら
、
早
く
も
１
年
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

市
長
就
任
以
来
「
市
政
は
市
民
の

た
め
に
」
を
基
本
理
念
に
、「
住
民

に
と
っ
て
相
談
し
や
す
く
、
頼
れ
る

市
役
所
を
目
指
し
、
共
に
汗
を
流
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
」

た
め
に
、
市
民
の
目
線
に
立
ち
、
現

場
に
足
を
入
れ
、
市
民
と
一
緒
に
汗

を
か
く
こ
と
を
職
員
に
指
導
し
て
き

ま
し
た
。

　

市
政
運
営
で
は
、
私
の
政
治
信
条

の
「
弱
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
に
、
い

か
に
政
治
の
光
を
当
て
る
か
」
を
原

点
と
し
て
、「
市
民
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
責
務

は
、
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
市
の

基
礎
を
固
め
、
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
旧
市
町
村
が

築
い
て
き
た
産
業
・
文
化
・
伝
統
・

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
さ
ら
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
本
市
全
域

が
地
域
の
特
性
と
独
自
性
を
発
揮
し

な
が
ら
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感
を

醸
成
し
、
人
が
活
き
・
集
う
よ
う
な

は
じ
め
に

魅
力
あ
る
地
域
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
の
創
造
に
向
け
、
持
て
る
最

大
限
の
力
を
出
し
、
誠
心
誠
意
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

大
仙
市
は
、
３
月
22
日
で
誕
生
か

ら
満
５
年
を
迎
え
ま
す
。
同
日
に

は
「
大
仙
市
誕
生
５
周
年
記
念
式
典
」

を
開
催
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
お

祝
い
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
こ
れ
ま
で
造

り
あ
げ
て
き
た
市
の
基
盤
を
よ
り
強

固
に
し
、
よ
り
発
展
さ
せ
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
「
安
心
し
安
全
に
暮
ら

せ
る
地
域
」、
子
ど
も
た
ち
が
「
将

来
に
お
い
て
も
誇
れ
る
郷
土
」
を
み

な
さ
ん
と
と
も
に
造
り
あ
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

仙
北
組
合
総
合
病
院
の
改
築

　

当
圏
域
の
地
域
医
療
の
中
核
を
な

す
仙
北
組
合
総
合
病
院
の
改
築
に
つ
い

て
は
、
市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
捉

え
、
早
期
実
現
を
厚
生
連
お
よ
び
県
に

要
望
し
て
き
ま
し
た
が
、
厚
生
連
の
財

務
状
況
等
か
ら
改
築
計
画
が
示
さ
れ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
の
平
成
21
年

度
補
正
予
算
に
「
地
域
医
療
再
生
臨

時
特
例
交
付
金
」
が
創
設
。
県
で
は

仙
北
組
合
総
合
病
院
を
急
性
期
医
療

を
中
心
と
し
た
「
救
急
医
療
や
が
ん・

施政方針演説
平成 22 年度

「安心して暮らせる地域」、
「誇りをもてる地域」の創造に向け

主
要
課
題

平成22年第１回市議会定例会の初日、栗林次美市長が22年度
の施政方針について演説を行い、当初予算（案）や各種報告、各
分野の施策概要について話しました。今回の広報では、３つの主
要課題と 22年度当初予算（案）、主な施策について、抜粋して
紹介します。全文は市ホームページにPDFで掲載していますので、
そちらもご覧ください。
市ホームページ／ www.city.daisen.akita.jp/
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脳
卒
中
」
な
ど
高
度
専
門
医
療
を

提
供
す
る
病
院
に
改
築
す
る
こ
と
を

主
な
内
容
と
す
る
「
地
域
医
療
再
生

計
画
」
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。
本

年
１
月
29
日
付
け
で
交
付
決
定
を
受

け
、
病
院
改
築
の
実
現
に
向
け
、
県

お
よ
び
厚
生
連
等
と
協
議
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

病
院
の
移
転
改
築
の
場
所
に
つ
い

て
は
、
旧
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ
大
曲

周
辺
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
区

域
は
、
近
年
空
き
店
舗
や
低
・
未
利

用
地
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市

街
地
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
交
通
の
利
便
性
が

高
い
こ
と
、
周
辺
に
は
市
営
駐
車
場

や
民
間
駐
車
場
な
ど
が
多
い
こ
と
か

ら
、
中
心
市
街
地
の
利
用
者
や
病
院

利
用
者
に
対
応
で
き
る
機
能
集
約
型

都
市
の
基
盤
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
大
曲
駅
前

第
二
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
区
域
と
な

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
こ
の
区
域
を
含
め

た
地
区
を
対
象
に
「
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
仙
北
組
合
総
合
病
院
を
核

と
し
た
、
医
療
・
福
祉
・
健
康
・
交

通
な
ど
の
機
能
を
集
約
し
た
整
備
を

行
う
こ
と
で
、
高
齢
社
会
に
対
応
で

き
る
機
能
的
で
利
便
性
の
高
い
中
心

市
街
地
の
実
現
が
可
能
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

【大仙市災害時要援護者
避難支援プラン】

後期計画を策定し、自然災
害時における人的被害を最
小限に食い止める自主防災
組織の普及啓発を行います。

【保健・医療の充実】
自殺予防対策、食育推進、
フッ素洗口事業、がん検診
など市民の健康づくりへの
支援を充実させます。身近
な地域で安心して出産でき
るよう、市内の分娩を取り
扱う医療機関へ財政支援を
行います。

【子育て支援の充実】
国の施策として「子ども手
当」を中学校卒業までの子
どもを対象に実施。所得制
限を設けず、平成 22年度
は月額１万 3,000 円を支給
します。
育児の援助を受けたいファ
ミリー会員と育児の援助を
行うサポート会員の相互援
助活動を支援する「サポート・
ファミリー・センター事業」
を実施。仕事と育児の両立
ができる環境を整備します。

【母子保健】
乳幼児健診の会場を３ブ
ロックに分け、集団健康診
査を毎月実施します。

【高齢者福祉の充実】
「地域包括支援センター」を
新たに２カ所開設し、高齢
者の介護予防や権利擁護等
の総合相談及び支援事業の
充実を図ります。

【障がい者福祉の拡充】
市内の社会福祉法人が神岡
地域で進めている障がい者
支援施設の建設事業につい
て、建設費等を支援します。

【後期高齢者医療】
75歳以上の方々の健康管理
を図り、人間ドック検診費
の一部助成を行います。

新
た
な
農
業
政
策

　

国
で
は
、
食
料
自
給
率
向
上
に
力

点
を
置
き
、
大
豆
・
麦
・
米
粉
用
米

な
ど
の
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、

水
田
農
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た
め

の
「
米
所
得
補
償
制
度
」
へ
と
政
策

を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。

　

稲
作
農
業
が
基
幹
産
業
で
あ
る
本

市
で
は
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
国

の
政
策
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
農
家
、

地
域
農
業
の
振
興
に
役
立
て
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

  

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
集
落
営
農
組
織
や
法
人
等
が
核
と

な
り
生
産
振
興
に
努
め
て
き
た
大
豆

等
に
つ
い
て
は
、
市
独
自
の
助
成
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
22
年
度
の
政
府
予
算
案

が
、
前
年
度
に
比
べ
６
割
以
上
減
額

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業
推
進
に

大
き
な
支
障
が
生
ず
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
幸
い
本
市
で
は
、
要
望

等
の
働
き
か
け
に
よ
り
、
ほ
ぼ
計
画

ど
お
り
の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
県
の
情
報
に
よ
る
と
い
ま
だ
不

透
明
な
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
な

ど
他
の
事
業
も
含
め
、
引
き
続
き
国

や
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り
、
農
業

農
村
整
備
事
業
の
計
画
的
な
推
進
と

必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

安心して健やかに暮らせるまちづくり

南外地域での介護予防健康教
室の様子。

【学校教育の充実】
著名なアスリートやアー
ティストの小学校訪問によ
り、児童が夢を持つことの
素晴らしさや努力すること
の大切さを学ぶ、こころの
プロジェクト「夢の教室」
を実施します。

【学校施設耐震化事業】
国の経済危機対策臨時交付
金などを活用し、学校施設
の耐震化を図ります。

【芸術文化の振興】
４つの市民会館の自主事業
により、芸術鑑賞の機会を
提供します。
神岡地域の秋田飴売り節大
会を全国大会として開催し
ます。「ふるさと民謡めぐ
り」を継続。民謡文化の継
承と普及に努めます。

【公民館事業の推進】
大曲地域の公民館業務を見
直し。職員体制についても
民間から登用するなど、地
域づくりの拠点としての活
動を実施します。

【総合図書館事業】
４カ月健診時に絵本を手渡
し、幼児が読書に親しむ習
慣づくりを図る「ブックス
タート事業」を開始します。

【文化財の保護・整備】
池田氏庭園洋館修復工事が
この秋に完了予定。従来の
特別公開に加え、新たに洋
館特別公開日を設けるなどの
公開機会の拡大に努めます。
法隆寺金堂壁画模写を行っ
た太田地域出身の仏画師・
鈴木空如の調査研究を進
め、功績を顕彰します。

未来を創り心豊かな人を育むまちづくり

元小結の舞の海さんと触れ合
う大曲小学校の児童。

主な施策 主な施策

今秋に一般公開が予定されて
いる池田氏庭園洋館。
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【農林水産業の振興】
各地域の農家や関係機関、
団体等で構成する「新たな
協議会」を設置。都市と農
村の交流を一層推進するた
め農家相互の連携をはじ
め、農業体験、民泊の積極
的な受け入れを進めます。

【農村整備事業】
県営土地改良事業など12地
区のほ場整備を継続実施。新
たに国営農業用水再編対策事
業田沢二期地区の地域用水
機能増進事業を実施します。

【林業振興】
地球温暖化防止に向けた森
林の多面的な機能の維持・
保全のため、大仙市特定間
伐等促進計画による間伐等
の実施を支援します。

【観光振興】
全国花火競技大会が本年で
100年を迎えることから、記
念事業に協賛していきます。

【雇用の安定と就労促進】
県の緊急雇用創出臨時対策
基金事業およびふるさと雇
用再生臨時対策基金事業を
活用し、直接的または間接
的な雇用機会をできるだけ
確保できるよう努めます。

【商業の振興と地域の活性化】
「がんばる商店等支援事業費
補助金制度」を創設。市内
の商店団体やグループの販
売拡大と消費者の購買意欲
を高め地域生活を支える活
動に対して支援を行います。

【工業振興】
ものづくり振興を進めるため、
秋田大学との連携により、大
学と企業が共同で取り組む研
究・開発を支援します。
神岡地域で進められている県
の新規大規模工業団地整備
事業は、調査中の環境アセス
メントならびにその後の計画
について支援・協力します。

【道路維持管理】
既存道路の機能充実を図りま
す。各総合支所管内の道路
の面積および延長の割合を
基準に予算を配分。市民の要
望に迅速に対応するとともに
適正な道路維持管理と交通
安全施設整備を実施します。

【大曲駅前第二地区
土地区画整理事業】

都市計画道路通町線の新設
工事、大曲通町地区・大曲
黒瀬町地区の整地工事およ
び大花町地区の区画道路新
設工事を実施します。都市計
画道路中通線については、鉄
道をアンダーパスする区間の
早期供用開始を目指します。

【下水道等の整備】
大曲、神岡、中仙、南外の
４地域で公共下水道管路工
事を引き続き進めます。

【農業集落排水事業】
太田地域の三本扇地区で、
農業集落排水の平成 23 年
度の供用開始を目指し、処
理施設の建設工事と管路工
事を進めます。

【簡易水道事業】
継続補助事業の西仙北地域
大沢郷地区で配水管布設工
事と第２送水ポンプ設備工
事、第２配水池築造工事およ
び電気計装設備工事を実施
します。仙北地域戸地谷地
区で配水管布設工事を実施。
給水管接続工事の進捗に合
わせ、順次給水を開始します。

【地域公共交通】
廃止となるバス路線（西仙
北２路線、協和１路線）の代
替として乗り合いタクシー
を実証運行します。

【西仙北インターチェンジ】
ETC 専用のスマートイン
ターチェンジに転換し、平
成 22 年度中の供用開始に
向け、道路工事や電気設備
工事等を進めます。

経
済
・
雇
用
・
生
活
緊
急
対
策

　

地
域
経
済
の
情
勢
は
い
ま
だ
に
明

る
さ
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年

１
月
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
経
済
・
雇
用
・
生
活
緊
急
対
策
の

行
動
計
画
に
沿
い
、
切
れ
目
な
く
対

策
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
が
実
施
し
て
い
る
中
小
企
業
へ

の
振
興
融
資
制
度
は
、
国
・
県
の
融

資
制
度
よ
り
有
利
で
利
用
し
や
す
い

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
北
６
県

の
市
町
村
と
比
較
し
て
も
常
に
高
い

レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
若
年

層
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
就
職
を
支

援
す
る
緊
急
措
置
と
し
て
、
緊
急
雇

用
助
成
金
制
度
を
継
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
制
度
と
し
て
仙
北
市

お
よ
び
美
郷
町
の
圏
域
に
お
け
る
市

民
の
新
規
雇
用
に
対
す
る
雇
用
助
成

金
制
度
を
創
設
し
、
一
人
で
も
多
く

の
就
労
を
支
援
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
貴
重
な
人
材
で
あ
る
若
者

の
定
着
確
保
を
図
る
新
た
な
対
策
と

し
て
、
高
校
・
短
大
・
大
学
な
ど
の

新
卒
者
の
未
就
職
者
を
対
象
に
し

た
社
会
教
養
の
講
座
を
、
新
た
に
市

単
独
事
業
と
し
て
開
設
し
ま
す
。
受

講
料
の
補
助
を
含
め
、
３
カ
月
間
に

わ
た
り
就
職
ま
で
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
経
費
の
節
減
を

図
り
な
が
ら
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会

経
済
情
勢
を
的
確
に
捉
え
た
予
算
を

編
成
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、

４
３
５
億
６
０
３
２
万
７
千
円
で
前

年
度
に
比
べ
14
億
４
４
８
５
万
９
千

円
の
増
、
率
に
し
て
３・
４
％
の
増
。

前
年
度
に
引
き
続
き
「
積
極
型
予
算
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
か

ら
繰
り
越
す
国
の
交
付
金
を
利
用
し

た
事
業
「
学
校
の
耐
震
化
」「
光
ケ
ー

ブ
ル
の
整
備
」「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
」
を
加
え
た
14
カ
月
予
算
の
総
額

は
、
４
７
０
億
３
４
２
３
万
４
千
円
。

地
域
の
経
済
対
策
、
雇
用
対
策
を
重

視
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
予
算
は
23
会
計
で

２
１
２
億
５
３
２
８
万
２
千
円
、

企
業
会
計
予
算
は
２
事
業
で

23
億
３
１
６
４
万
３
千
円
。予
算
全

体
で
は
、６
７
１
億
４
５
２
５
万
２
千

円
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
で

６
億
１
４
９
１
万
６
千
円
の
増
、率
に

し
て
０
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
の
発
行
は
、「
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
」
に
お
け
る
市
債
発
行
額

の
範
囲
内
に
抑
え
る
こ
と
を
基
本
に

予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
ま
で
の
計
画
期
間
内
に

お
け
る
市
債
発
行
額
を
元
金
償
還
額

平
成
22
年
度

当
初
予
算
（
案
）

生活の基盤が整ったまちづくり

西仙北グリーンツーリズム協
議会が行っている農業体験。

22年度中の供用開始が予定
されている西仙北 IC。

活き活きと希望を持って活躍できるまちづくり
主な施策 主な施策
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の
８
割
以
内
に
抑
制
し
て
、
実
質
公

債
費
比
率
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
経
済
事
情
の

変
動
や
災
害
復
旧
な
ど
不
測
の
事
態

に
よ
り
財
源
不
足
が
生
じ
た
際
に
対

応
す
る
た
め
に
積
み
立
て
し
て
い
る

も
の
で
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
は
取

り
崩
し
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
平
成
22

年
度
の
当
初
予
算
で
２
億
円
の
積
み

立
て
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

年
度
末
残
高
で
12
億
５
０
０
０
万
円

を
確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
市
債
発
行
額
を
除
い
た
歳

入
予
算
が
市
債
償
還
額
を
除
い
た
歳

出
予
算
を
上
回
っ
て
お
り
、
基
礎
的

な
財
政
収
支
で
あ
る
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
は
黒
字
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
枠
予
算
は
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
な
ど
に
取

り
組
め
る
よ
う
総
額
で
５
０
０
万
円

を
増
額
。
大
曲
以
外
の
７
地
域
に
人

口
を
基
準
と
し
て
従
来
の
予
算
額
へ

上
乗
せ
し
て
配
分
し
ま
す
。

　

市
単
独
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
単

年
度
で
完
結
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

継
続
性
を
持
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
重
点
施
策
で
あ
る
子
育
て
支

援
お
よ
び
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
、
合
計

特
殊
出
生
率
の
上
昇
と
い
う
形
で
そ

の
効
果
が
顕
著
に
現
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
環
境
、
教
育
環
境
に
優
し
い

大
仙
市
と
し
て
、
子
育
て
世
代
や
次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を

も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

積
極
的
な
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
は
、
一
昨
年
の
ア
メ
リ

カ
の
金
融
危
機
に
端
を
発
す
る
世
界

的
な
経
済
危
機
か
ら
徐
々
に
立
ち
直

り
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
市
を
含
む
地
方
都
市
で
は
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
市
が
「
今
で
き
る
こ
と
」「
今

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」
を

一
つ
一
つ
実
施
し
な
が
ら
「
市
民
の

生
活
の
安
定
」「
地
域
経
済
の
安
定
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
「
大
事
を
な
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
小
な

る
事
を
お
こ
た
ら
ず
勤
む
べ
し
、
小
積

り
て
大
と
な
れ
ば
な
り
」
こ
れ
は
江

戸
時
代
末
期
の
篤
農
家
で
あ
り
、
改

革
者
で
あ
っ
た
二
宮
尊
徳
の
言
葉
で

す
。
大
き
な
事
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、

日
々
の
小
さ
な
事
の
積
み
重
ね
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
ま
す
。

　

市
政
運
営
に
お
い
て
も
「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
」「
誇
り
を
も
て

る
地
域
」
を
創
造
す
る
た
め
、
市
民

の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
民
本
位
・
市

民
主
体
の
市
政
の
推
進
に
努
め
、
市

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷
土
を
未

来
に
残
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

む
す
び

計画の推進にあたって

全文は市ホームページに掲載されています
http://www.city.daisen.akita.jp/

中仙地域での
回収の様子。
今年から全市
で取り組まれ
ます。

中仙地域で行われた「八乙女山
復活大作戦」。

環境と調和し快適で安全に暮らせるまちづくり
主な施策

主な施策

主な施策

【大仙市総合計画】
これまでの５カ年を検証し、
今後を見据えた平成27年度
までの後期基本計画ならび
に実施計画を策定します。

【旅券発給申請事務】
旅券事務の一部が県から市
に権限移譲されることか
ら、10月に発給申請の受理
と交付の窓口を大曲庁舎の
市民課に設置します。

【小規模集落コミュニティ対策】
試験的に集落支援員を設
置。コミュニティ機能の再
生・活性化につながる支援
策を検討・実施します。

【ふるさと納税】
協力いただいた寄付金を積
み立てている「ふるさと応
援基金」は平成 20年度分と
21 年度分を合わせ約 1,152
万円。使途を慎重に検討す
る作業を進めます。

【桜守プロジェクト事業】
市全域で、地域住民や事業
者、行政の連携により、樹勢
の衰えが見られる桜を守り育
む仕組みづくりを進めます。

【生物実態調査】
市内全地域で動植物の調査
を行い、今後のまちづくり
や環境学習などの環境施策
に生かします。

【住宅環境の整備】
地震による木造住宅の倒壊
等の災害を未然に防止し、
市民生活の安全を確保する
ため、建築物耐震診断等事
業を引き続き推進します。

【建築確認申請事務】
４月１日から住宅関連にお
ける建築確認申請事務業務
を開始します。

【粗大ごみ収集】
高齢者世帯へ配慮した戸別
収集体制を導入します。排
出者責任の明確化、負担の
公平性の観点から、粗大ご
み収集有料化を全市に拡大
し、ごみの減量化に努めます。

【家庭系廃食用油回収】
全地域で家庭系廃食用油回
収を実施し、バイオディー
ゼル燃料に精製し軽油の代
替燃料として活用します。

【交通安全対策】
第２回交通安全推進集会を
神岡地域、第３回を大曲地
域で開催し、交通事故のな
い安全安心なまちづくりを
目指します。

【消防団員の確保】
消防団協力事業所制度の周
知、女性の入団促進や退団
ＯＢの活用を図ります。

【地域情報化の推進】
市内未整備地域を対象に光
ケーブルを敷設。超高速・
大容量のデータ通信ができる
ネットワークサービス提供と
地上デジタルテレビ放送の難
視聴地域の解消を図ります。

【携帯電話の不感地域解消】
西仙北地域および南外地域
の携帯電話電波不感地区に
移動通信用鉄塔施設を整
備。格差のない情報化社会
の構築を目指します。

【男女共同参画】
男女共同参画の意識高揚や
知識習得のための啓発活動
を推進します。

【国際交流の促進】
「国際交流に関する連携プ
ログラム協定書」に基づき、
国際教養大学の留学生と市
内小・中学校の児童生徒な
らびに幼稚園・保育園の園
児が、学校行事などを通し
た交流を進めます。

仲間とふれあいともに活躍できるまちづくり
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　３月、４月は就職や転勤、入学など１年
でもっとも引っ越しの多い時期です。引っ
越しの際に住民異動の手続きを忘れてしま
うと「選挙の投票ができない」「国民年金が
受給できない」など、さまざまな不都合が
生じます。
　住民異動の届け出は、期間内に市民課窓
口で手続きしてください。
　３月は市役所窓口が大変混み合いますの
で、手続きはゆとりを持って早めにお願い
します。
◆手続き日時／月曜日から金曜日までの
 午前８時 30分～午後５時15分

【問い合わせ】
 各総合支所市民課
 市民課☎ 0187-63-1111内線 130まで

３
月
31
日
か
ら
供
用
開
始

市
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道

　

南
外
地
域
の
浄
水
セ
ン
タ
ー
が
３

月
31
日
か
ら
供
用
開
始
と
な
り
ま

す
。
市
に
よ
る
「
汚
水
ま
す
」
の
設

置
が
完
了
し
て
い
る
お
宅
に
つ
い
て

は
下
水
道
の
処
理
を
開
始
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
整
備
区
域
に
つ
い
て

は
、
随
時
工
事
を
進
め
供
用
を
開
始

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
合

併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

南
外
総
合
支
所
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
74
）２
１
１
１
ま
で

月
額
１
５
７
０ 

円

神
宮
寺
駅
前
駐
車
場

　

神
宮
寺
駅
駐
車
場
の
利
用
受
け
付

け
を
開
始
し
ま
す
。

　

利
用
料
は
市
が
発
行
す
る
納
付
書

で
指
定
金
融
機
関
に
振
り
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
駐
車
台
数
／
31
台
（
う
ち
北
側
駐
車

場
に
４
台
）

◆
使
用
期
間
／
４
月
１
日（
木
）か
ら

11
月
30
日（
火
）ま
で
の
８
カ
月
間

◆
使
用
料
／
月
１
５
７
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
神
岡
総
合
支
所

建
設
課
に
用
意
し
て
い
る
申
請
書

で
申
し
込
み

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

 
☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
９
ま
で

届出区分 届出期間 届け出に必要なもの

転入届
他の市町村
から大仙市
へ住所を移
したとき

転入した
日から 14
日以内

①転出証明書
②印鑑（届出人のもの）
③健康保険証（国保以外の方）
④障害者手帳（身体・知的・精神該当者）
⑤所得証明書（児童手当・福祉医療費該当者）
⑥郵貯銀行以外の預金口座番号（児童手当該当者）

転出届
大仙市から
他の市町村
へ住所を移
すとき

転出する
14 日前か
ら

①印鑑（届出人のもの）
②健康保険証（国民健康保険加入者）
③印鑑登録証（印鑑登録者）
④福祉医療費受給者証（該当者）
⑤介護保険被保険者証（該当者）

転居届
大仙市内で
住所を移し
たとき

転居した
日から 14
日以内

①印鑑（届出人のもの）
②健康保険証（国民健康保険加入者）
③福祉医療費受給者証（該当者）
④介護保険被保険者証（該当者）
⑤障害者手帳（身体・知的・精神該当者）

転　校 住民異動届（転入・転出・転居）をすると、
転校に必要な書類を交付します。

※届け出人の本人確認ができるもの（免許証・保険証など）を必ず持参してください。
※同居の家族の方以外が手続きする場合は委任状が必要です。

手続きはゆとりを持って「３月・４月は市民課窓口が混み合います」
　市民課からのお知らせ

福祉サービス制度が
一部変わります

　４月から各種福祉サービス制度の申請
が始まります。一部内容が変更になって
いる事業がありますのでお知らせします。
　詳しい内容については、次号の広報等
でお知らせします。
【問い合わせ】
 援護福祉課
 ☎ 0187-63-1111内線 170・171まで

事業名 変更前 変更後

軽度生活援助事業
利用券の交付枚数の変更

年間
48枚

年間
36枚

はり、きゅう、マッサー
ジ施術券助成事業
対象年齢が変わります

満65歳
以上の方

満70歳
以上の方

介護予防
利用者負担が変わります

１回
500円

１回
700円

協
和
放
牧
場

臨
時
職
員
の
募
集

　

協
和
放
牧
場
の
放
牧
預
託
牛
確
認

作
業
や
施
設
内
除
草
、
肥
料
散
布
、

草
地
維
持
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
る

管
理
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
は
書
類
選
考
の
上
、
面
接
で

行
い
ま
す
。
面
接
日
時
は
後
日
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◆
職
種
・
採
用
人
数
／
放
牧
場
管
理

業
務・１
人

◆
応
募
資
格
／
普
通
自
動
車
免
許
、

大
型
特
殊
自
動
車
免
許（
農
耕
用
限

定
で
も
可
）の
所
持
者
で
、
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
を
運
転
で
き
る
方

◆
雇
用
条
件
／

 

期
間
／
５
月
１
日（
土
）か
ら
10
月

31
日（
日
）ま
で

 

勤
務
時
間
／
１
日
６
時
間

 

勤
務
場
所
／
協
和
放
牧
場（
協
和
荒

川
五
枚
平
地
内
）

 
賃
金
／
時
給
７
５
０
円（
通
勤
手
当

な
し
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
貼
付
し

た
履
歴
書
に
運
転
免
許
証
の
コ
ピ

ー
を
添
付
し
、郵
送
ま
た
は
持
参

◆
申
込
受
付
期
限
／
４
月
２
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

協
和
総
合
支
所
農
林
振
興
課

 

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
６
９
４
ま
で

 

〒
０
１
９

-

２
４
１
１

 

協
和
境
野
田
４
番
地
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ゼロ予算事業
大人のための名文講読

　文学作品を読み進めながら、できるだけ多くの意
味を読み取る読書方法についての学習会です。
◆期日／毎月第２・第４水曜日（４月14日から開始）
◆時間／午後７時～８時
◆会場／大曲地域職業訓練センター第１教室
◆定員／先着20人
◆参加費／無料（テキスト代は自己負担）
◆申し込み方法／①氏名②住所③電話番号④メールア
ドレスを生涯学習課へ提出
◆持参するもの／筆記用具（赤青の線が引けるペンほ
か）、テキスト、ノート

【問い合わせ・申し込み】
 生涯学習課☎0187-63-1111内線339まで
 kyouiku-syo@city.daisen.akita.jp

新
規
高
卒
者
等
の

就
職
活
動
を
応
援

　

市
で
は
、
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
な

い
新
規
高
卒
者
等
の
就
職
活
動
を
支
援

す
る
講
座
の
開
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
者
に
は
受
講
手
当
を
支
給
し

ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
４

月
１
日
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
に
住
所
の
あ
る
未
就
職

者
で
、①
３
月
に
高
校
、短
大
お
よ

び
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
方
②
３

月
末
現
在
で
高
校
卒
業
後
５
年
以

内
、短
大
卒
業
後
３
年
以
内
、大
学

卒
業
後
１
年
以
内
の
方

◆
期
間
／
４
月
か
ら
３
カ
月
間

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◆
会
場
／
大
曲
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
、大
曲
技
術
専
門
校

【
問
い
合
わ
せ
】

 

商
業
労
政
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 
内
線
２
５
２
ま
で

「
老
人
憩
い
の
家
」
が

「
世
代
交
流
福
祉
館
」
に

変
わ
り
ま
す

　

世
代
を
問
わ
ず
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
市
内
の
各
老
人
憩
い
の

家
の
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
今
後
の
広
報
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

援
護
福
祉
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
１
７
０
ま
で

通
行
可
能
の
お
知
ら
せ

神
宮
寺
駅
北
口
自
由
通
路

　

神
宮
寺
駅
北
口
自
由
通
路
の
改
修

工
事
が
完
成
し
通
行
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

引
き
続
き
通
路
周
辺
の
整
備
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
９
ま
で

神岡総合情報センター
パソコン教室受講者募集

◆対象／市内に在住・在勤・在学している18歳以上の方
◆時間／午後２時～４時
◆会場／神岡総合情報センター IT研修室（神岡  庁舎内）
◆定員／12人（申し込み順に受け付け）
◆申込受付開始日／３月23日（火）
【問い合わせ・申し込み】
 神岡総合支所地域振興課☎0187-72-4601まで
コース名 内容 対象 期日 テキスト代

初めての
パソコン

電源の入れ方や
マウス、キーボー
ドの使い方、文
字入力など

初心者
４月13日（火）・15日
（木）・20日（火）・22
日（木）・27日（火）

500円

ワードの
基礎

基本操作、表
やイラストを
盛り込んだ文
書作成

文字入力
のできる方

５月11日（火）・14
日（金）・18日（火）・
21日（金）・25日（火）・
28日（金）

2,100円

デジタル
カメラ入門

デジタルカメ
ラと パソコン
の 接 続 方 法、
写真の修整・
整理方法など

文字入力
のできる方

５月12日（水）・19
日（水）・26日（水） 500円

緊
急
雇
用
創
出
臨
時

対
策
基
金
事
業
に
よ
る

臨
時
職
員
の
募
集

　
市
議
会
の
予
算
議
決
後
に
、
市
の
臨

時
職
員
（
下
表
参
照
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
内
容
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
案

内
を
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
求
職
中
の
方

◆
雇
用
期
間
／
４
月
か
ら
９
月
ま
で

 

（
更
新
の
場
合
あ
り
）

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５

 

商
業
労
政
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 
内
線
２
５
２
ま
で

職種 定員 勤務する課 申込受付開始
IT 講座指導補助員 ２人 情報システム課

３月23日（火）
から

※問い合わせは
申し込み受け付
け開始後にお願
いします。

社会福祉業務事務補助員 １人 社会福祉課
労政業務等事務補助員 １人 商業労政課
建築確認窓口業務補助員 １人 建築確認事務

準備室
学校 ICTサポーター ３人 学校教育課
埋蔵文化財整理作業員 ３人

文化財保護課

埋蔵文化財発掘調査
補助作業員 １人
歴史資料デジタル
データ化事業補助員 ２人
地域中核文化的観光
資源環境整備作業員 15人

講座内容
【教養講座】就労に必要な基礎知識とビ
ジネスマナーの修得やスキルアップを
目的とした講座です。
【パソコン実務講座】事務的な技術等の
修得を目的としたパソコン講座です。
【企業講話】各種業種の仕事内容を把握
し、自分の適正に合った仕事や事業所
の求める人材を理解する講座です。
【地域文化講座】地域社会のなり立ちを
学び、重要性を再認識する講座です。

訂正とおわび
３月１日号でお知らせした「建築確認業務」の記事に、県から
の権限委譲と記載しましたが、正しくは「市で建築主事を設置」
でした。訂正しておわびします。
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　中仙地域長野地区の鈴木ゲンさん（写真中央）が２月24
日、100歳の誕生日を迎えられ、100歳長寿祝い金贈呈式
が鈴木さんの自宅で行われました。
　鈴木さんは息子夫婦と孫の４人暮らし。健康に気をつかっ
ているという鈴木さん。苦手な食べ物であっても栄養のこと
を考え食べるようにしており、体を動かすために掃除・洗濯
などを進んで行い、身の回りのことで自分でできることは何
でもやるように心がけ
ています。
　山王丸愛子副市長か
ら長寿祝い金を受け取
った鈴木さん。「誰かが
来て、おしゃべりをして
いる時が一番楽しい」と
顔をほころばせました。

　東北大学大学院農学研究科の工藤昭彦教授を招き、大仙
市農業講演会が２月22日に行われました。
　「戸別補償モデル事業にみる農政転換の構図」と題した
講演では、４月から始まる「戸別所得補償モデル事業」をは
じめとする新しい施策について説明。「農政は変わるもの
だと認識した上で、新しい制度を活用した農業経営を行う
ことが大切」と訴えました。
　会場に集まった農業関係者約250人は、新しい農業施策

の概要やこれら政
策を活用した農業
経営に関して、メモ
を取りながら熱心
に聴いていました。

　市と市水田農業推進協議会は、次世代の農業の担い手を育成しようと１
月19日・20日に１泊２日で「農業担い手育成視察研修」を行いました。
　大曲農業高校の生徒と市農業振興情報センターの農業研修生を対象に行
ったもの。初日は岩手県花巻市で地場産の玄米と有機野菜を使った料理を提
供するレストランの視察や宮城県大崎市でグリーンツーリズム（農業観光）学
習として豆腐と手打ちそば作りなどを体験。一次産業としての農業をサービ
ス業や観光に結びつけた幅広い分野での
経営を学びました。２日目は仙台市の仙
台中央卸売市場で花きのせりや青果の
取り引きを見学。農産物の流通の仕組み
や現状について見聞を広めました。
　参加した生徒からは「農業をとても楽
しんでいる方々がいた。米や野菜の栽培
ばかりが農業ではないことが分かった」
などと感想が聞かれました。

　大台スキー場で２月28日に小学１年生から
３年生までを対象とした「第４回大台キッズ大
回転スキー大会」が行われました。同大会のよ
うに低学年を対象としたレースは珍しく、全県
から63人がエントリー。レーサーを目指す子ど
もたちにとって貴重な大会となりました。
　市内入賞者は次のとおりです。
【小学校男子】▼３位＝高橋健真（太田東小３年）
▼８位＝碓氷慧（花館小２年）
【小学校女子】▼７位＝高橋凜湖（太田北小１年）
【10位】戸澤梓桜（太田南小１年）　　〈敬称略〉

　いつまでも元気でいきいきとした生活
をおくるために介護予防は大切です。介
護予防に興味・関心をもってもらうために
「大仙市介護予防講演会」が３月４日に大
曲市民会館で行われました。
　講師はテレビやラジオなどで活躍して
いる伊奈かっぺいさん。「笑いが空から降
ってくる…ために」と題し、明るい気持ち
で生活するためには笑いが大切と講演。
「人はしゃべることがとても大切です。口
を鍛えましょう」とユーモア溢れる語り口
調で、会場は終始笑いに包まれました。

仙台中央卸市場で野菜等の流通を
見学する生徒たち。

参加した選手たちは果敢
に旗門を攻める滑りを見
せました。

４月スタートの戸別補
償制度はすべての農
家が対象。限定型か
ら開放型の施策と熱
弁する工藤教授。

家族と山王丸副市長と記念
撮影。

会場には笑顔が溢れました。

鈴木ゲンさんが 100 歳に
いつまでもお元気で大仙市農業講演会

新制度を利用した農業経営を

農業担い手育成視察研修
さまざまな農業の見聞を広げる

第４回大台キッズ大回転スキー大会
目指せ未来のオリンピック選手

大仙市介護予防講演会
笑顔でいきいき介護予防
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■企画展／
【秋田・むかしの農具展】
期間／４月６日から29日まで
【春一番山野草展】
期日／４月23日から25日まで
【炭焼き実演Ⅰ】
期間／４月30日から５月２日まで
【花の見ごろ 春の花を楽しむ】
期間／４月下旬から６月下旬まで
■研究機関紹介コーナー／
【農業試験場】
期間／４月６日から５月30日まで
■各種教室／
【園芸教室 花の寄せ植えを楽しむ】
日時／４月18日（日）午前10時～
定員／先着20人
【おやこ自然教室 草花を植えよう】
対象／中学生までの子どもと保護者
日時／４月17日（土）午前10時～
定員／先着10家族
※各教室の申し込みは１カ月前から電
話で受け付けます。
【問い合わせ・申し込み】
 県立農業科学館（月曜休み）
 ☎0187-68-2300まで
 ※４月から開館時間が午前９時30分～
 午後４時30分になります。

　太田国民健康保険診療所・歯科診
療所では火曜日と木曜日の診療時
間を午後７時（受け付けは午後６時30
分）まで延長しています。どうぞご利
用ください。
【平日診療時間】※（  ）内は火曜・木曜日
診療所／午前８時30分～午後５時（７時）
歯科診療所／午前10時～午後５時（７時）
※両診療所とも、土曜日は午後０時30
分まで診療しています。
【問い合わせ】
 太田国民健康保険診療所
 ☎0187-88-2233
 太田国民健康保険歯科診療所
 ☎0187-88-1400まで

太田

太田国民健康保険診療所
・歯科診療所 診療時間延長

　心が安らぐナチュラルガーデンの
庭造り講座に参加してみませんか。
土造りから植栽・管理など実地体験
による庭造りを行います。
■期間／５月から10月までの毎月第
２水曜日
■会場／太田農村体験の里「体験農
園」（奥羽山荘西側）
■定員／15人
■参加費／1,500円（資料代、保険料ほか）
■申込受付期限／４月10日（土）
【問い合わせ・申し込み】
 太田公民館☎0187-88-1119まで

太田

ナチュラルガーデン講座

大曲

　パッチワーク、フレンチ雑貨などの
手作り品や手芸材料を販売します。
■日時／３月27日（土）
午前10時～午後３時
■会場／大曲交流センター
【問い合わせ】
 小松さん☎090-7666-6001まで

手作り雑貨マーケット

大曲

■期間／３月20日正午から22日午後
４時まで
■会場／イオン大曲ショッピングセ
ンター 花火の広場
【問い合わせ】
 栗林さん☎090-2270-6644まで

第 28 回大曲総合華道展

大曲

【木元悦子・優子親子展（書道・油絵）】
期間／３月21日まで
【たんぽぽ押し花会作品展】
期間／３月23日から28日まで
【佐々木和子さん和のコレクション展】
期間／３月30日から４月25日まで
■時間／午前９時～午後４時
■会場／産業展示館（月曜休み）
【問い合わせ】
 女性センター☎0187-62-1713まで

産業展示館作品展

大曲

■対象／就学前（３～５歳）の幼児（運
動不足・運動嫌いの幼児を優先）と母親
■期日／４月14日から毎週水曜日
■時間／午後２時～３時45分
■会場／花園児童センター
■定員／親子30組
■参加費／親子で1,200円（保険料）
■申込受付期間／３月31日午後１時
30分から４月６日午後５時まで
【問い合わせ・申し込み】
 花園児童センター☎0187-63-7666まで

体力増進指導教室

大曲

■対象／大曲地域の小学校に通う１
年から３年までの児童
■期日／４月15日から毎週木曜日
■時間／午後３時30分～４時10分、
４時15分～４時55分
■会場／桂児童センター
■定員／30人
■参加費／600円（保険料）
■申込受付期間／３月27日午後２時
から31日午後５時まで
【問い合わせ・申し込み】
 桂児童センター☎0187-63-2426まで

体力増進指導教室

大曲

【①大曲自然友の会
・大曲花いっぱい運動の会】

　研修や自然観察会をとおし、身近
な自然環境について考える会です。
【②西山山野草共生会】
　農業科学館周辺を中心に環境保全
活動を行うボランティア団体です。
■定員／①40人②定員制限なし
■年会費／各会500円
■申込受付期限／４月16日（金）
【問い合わせ・申し込み】
 生涯学習課☎0187-63-7262まで

自然と触れ合ってみませんか
各団体会員募集

４月の農業科学館



 
最
近
、ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か

睡
眠
障
害 

と 

う
つ
病

問い合わせ
健康増進センター
☎0187-62-9301
健康増進センター
各分室まで

14

「
最
近
、
疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
」
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

睡
眠
は
体
や
心
の
健
康
を
保
つ
上
で
と
て
も
大
切
で
す
。

も
し
、
２
週
間
以
上
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
ら
、

そ
れ
は
あ
な
た
の
心
が
出
し
て
い
る
黄
色
信
号
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

睡
眠
の
大
切
さ

　

人
が
日
中
起
き
て
い
る
間
、
脳
は
絶
え

ず
働
き
続
け
て
い
ま
す
。
長
く
起
き
て
い

る
と
脳
を
使
い
す
ぎ
て
し
ま
い
、
脳
を
休

ま
せ
よ
う
と
眠
く
な
り
ま
す
。
眠
っ
て
い

る
間
に
、
体
を
成
長
さ
せ
た
り
、
疲
労
を

回
復
さ
せ
た
り
し
て
、
次
の
日
の
活
動
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
ま
す
。

　

ま
た
、
睡
眠
に
は
気
持
ち
を
安
定
さ
せ

て
ス
ト
レ
ス
を
や
わ
ら
げ
る
働
き
も
あ
り

ま
す
。
強
い
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
と
き
は

十
分
に
睡
眠
を
と
り
、
体
と
こ
こ
ろ
を
休

ま
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
睡
眠
を
十
分
に
取
れ
な
い
状
態
（
睡
眠
障

害
）
が
続
く
と
食
欲
や
集
中
力
が
な
く
な
っ

た
り
、
気
分
が
沈
み
、
や
る
気
が
な
く
な
っ

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
表
れ
ま
す
。

「
睡
眠
」と「
こ
こ
ろ
」の
バ
ラ
ン
ス

　

睡
眠
障
害
が
続
く
と
疲
労
や
ス
ト
レ
ス

が
解
消
さ
れ
ず
に
、
体
や
心
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
睡
眠
障
害
に

よ
っ
て
体
を
壊
し
た
り
、
う
つ
病
な
ど
の

心
の
病
気
に
か
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
逆
に
う
つ
病
が
引
き
起
こ
す
睡

眠
障
害
も
あ
り
ま
す
。

　
う
つ
病
は
「
意
欲
・
興
味
の
減
退
」「
気

分
の
落
ち
込
み
」
な
ど
の
精
神
的
な
症
状

だ
け
が
表
れ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す

が
、
う
つ
病
患
者
の
９
割
以
上
に
あ
ら
わ

れ
る
身
体
症
状
が
睡
眠
障
害
で
す
。
う
つ

病
患
者
の
睡
眠
障
害
に
は
「
寝
つ
き
が
悪

い
」「
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
」「
睡
眠
の
途

中
で
よ
く
目
が
覚
め
る
」「
朝
早
く
目
が

覚
め
る
」「
過
度
に
眠
り
過
ぎ
て
し
ま
う
」

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
の

あ
る
こ
こ
ろ
の
病
気
で
、
早
期
に
治
療
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
２
週
間
以

上
、「
寝
つ
き
が
悪
い
」「
ぐ
っ
す
り
眠
れ

な
い
」
な
ど
と
感
じ
、
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
な

い
状
態
が
続
く
の
で
あ
れ
ば
、
う
つ
病
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
心
配

が
あ
る
方
は
、
独
り
で
悩
ま
ず
医
療
機
関

や
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
睡
眠
の
問
題
は
本
人
だ
け
で
な

く
、
家
族
や
周
囲
の
人
も
気
づ
き
や
す
い

も
の
で
す
。
も
し
、
家
族
や
身
の
回
り
に

最
近
眠
れ
て
い
な
い
方
や
疲
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
方
が
い
る
場
合
は
、
ま
ず
は

「
眠
れ
て
ま
す
か
？
」
と
声
を
か
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。

質の良い睡眠を得るためには生活習慣や睡眠環境を整えることが大切です。
「寝付きが悪い」「よく眠れない」などと感じるときは次のことを心がけましょう。

質の良い睡眠を得るために

POINT IN CHECK

○午後のカフェイン（コーヒー、お茶
　など）摂取を控える 
○寝る直前の食事を控える（夕食は
　控えめにする） 
○アルコールを控える（特に寝酒は、
　睡眠の質を低下させるおそれがあり
　ます） 
○夕方に適度な運動をする 

○できるだけ同じ時間に起きるよう
　にする 
○朝起きてから、太陽の光を浴びる
　ようにする 
○睡眠環境を整える（部屋の明るさを調
　整、寝具を体にあったものにする） 
○寝る前に、ぬるめのお風呂に入る
　など、リラックス出来る時間を作る
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医
師
会
の
取
り
組
み

　

秋
田
県
医
師
会
で
は
、
自
殺
予
防
対
策

の
一
環
で
各
地
域
の
開
業
医
等
が
「
う
つ

病
・
自
殺
予
防
協
力
医
」
と
し
て
、
う
つ

病
治
療
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
う
つ
病
・
自
殺
予
防
協
力
医
」
は
、
診

察
し
た
患
者
に
う
つ
病
の
恐
れ
が
あ
る
場

合
、
県
医
師
会
を
と
お
し
て
「
う
つ
病
治
療

登
録
医
」（
精
神
科
医
）
に
相
談
の
う
え
、
専

門
的
な
助
言
を
も
と
に
治
療
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
協
力
医
で
な
い
場
合
で
も
登
録
医

と
の
連
携
で
適
切
な
指
導
の
下
、
診
察
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

心
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
ま

ず
は
か
か
り
つ
け
医
な
ど
地
域
の
医
療
機

関
に
相
談
く
だ
さ
い
。

市
で
の
取
り
組
み

　

市
で
は
自
殺
予
防
に
取
り
組
む
た
め
に

大
仙
市
自
殺
予
防
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協

議
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
自
殺
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
、
行
政
機
関
、
地
域

団
体
等
が
連
携
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
特

性
を
生
か
し
た
役
割
分
担
を
果
た
し
な
が

ら
、
情
報
提
供
や
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
自
殺
予
防
対
策
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
各
地
域
で
「
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
講
演
会
」
や
、
自
殺
予
防
を
訴
え

る
「
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
な
ど
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
各
分
室
で
は
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
に
も
必
ず
あ
な
た
の
思

い
を
感
じ
、
支
え
、
つ
な
い
で
く
れ
る
人

が
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
誰
か
に
相

談
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
大
切
な
「
い

の
ち
」
を
地
域
で
支
え
合
う
し
く
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

うつ病・自殺予防協力医
荒井医院 ☎0187-63-2670
佐藤レディースクリニック ☎0187-86-0311
田口医院 ☎0187-63-1380
石井内科胃腸科医院 ☎0187-56-7300
滑川医院 ☎0187-56-3121
黒澤医院 ☎0187-75-0368
佐藤内科クリニック ☎018-895-2730

うつ病治療登録医
ケイメンタルクリニック ☎0187-66-3020
県立リハビリテーション・
精神医療センター ☎018-892-3751

協和病院 ☎018-892-2881

健康増進センター各分室（保健センター）
大曲保健センター ☎0187-62-1015
神岡保健センター ☎0187-72-4606
西仙北保健センター ☎0187-75-0476
中仙保健センター ☎0187-56-7211
協和保健センター ☎018-892-2003
南外保健センター ☎0187-74-3007
仙北保健センター ☎0187-69-3800
太田保健センター ☎0187-88-1313

※夜間や休日等にこころの相談の受け付け、
　医療機関の紹介を行っています。
月曜～金曜日の夜間／午後５時～10時
休日・祝日・年末年始／午前９時～午後10時

精神科救急情報センター ☎018-892-3780

大仙保健所 ☎ 0187-63-3403

☎こころ の 相談電話窓口
独りで悩まず相談ください

　
「
死
に
た
い
と
言
っ
て
い
る
人
は
、
死
ん
だ

り
し
な
い
」
と
い
う
俗
説
を
一
度
は
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
っ
て
本
当

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
「
半
分
ア
タ
リ
、半
分
ハ
ズ
レ
」
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
死
に
た
い
」
と
口
に
す
る
こ
と
は

た
と
え
冗
談
の
よ
う
な
軽
い
調
子
で
あ
っ
た
と

し
て
も
「
生い

き
難が
た

さ
」
を
感
じ
て
い
る
サ
イ
ン

で
す
。
楽
観
し
な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
「
死
に
た
い
」
と
話
す
と
き
、
つ
ま
り
生
き

難
さ
を
声
に
出
し
た
と
き
に
、
そ
の
人
の
気
持

ち
に
寄
り
添
っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
る
人
が
い

る
と
少
し
だ
け
楽
に
な
れ
ま
す
。
問
題
の
原
因

を
追
究
し
た
り
、叱
咤
激
励
す
る
の
で
は
な
く
、

苦
し
さ
や
つ
ら
さ
と
い
っ
た
気
持
ち
を
ゆ
っ
く

り
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
問
題
が
解
決
で
き

ず
、
生
き
難
さ
が
続
い
た
ま
ま
で
も
、
し
ば
ら

く
は
耐
え
て
い
け
る
…
の
で
し
ょ
う
。

　
最
初
の
言
葉
、
正
確
に
は
「
死
に
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
心
配
し
て
話
を
聞

い
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
、
生
き
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
意
味
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ケイメンタルクリニック
臨床心理士
浅沼知一さん

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
コ
ラ
ム

人
に
寄
り
添
う 

と
い
う
こ
と

大仙市自殺予防ネットワーク
推進協議会のイメージ

市民

医師会

薬剤師会

警察

学校

市・県

商工会

商工会議所

老人クラブ

健康推進員

社会福祉協議会

労働基準監督署



　

国
保
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
を

協会けんぽからのおしらせ

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
新
小
学
１
年
生
）

  

を
郵
送
し
ま
す

　

平
成
20
年
度
大
仙
市
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
実
施
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

市
で
は
、
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定
し
、
平
成
24
年
度
ま
で
に

65
％
以
上
の
受
診
率
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

■
日
帰
り
ド
ッ
ク
／
１
万
３
０
０
０
円

■
宿
泊
ド
ッ
ク
／
２
万
５
０
０
０
円

を
年
１
回
助
成
予
定
で
す
。（
40
歳
以
上

の
国
保
加
入
者
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
世
帯
に
限
り
ま
す
）

※
人
間
ド
ッ
ク
に
は
特
定
健
診
の
検
査

項
目
が
す
べ
て
入
っ
て
い
ま
す
。
二

重
受
診
に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
次
の
協
力
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る

場
合
は
、
受
診
前
に
市
役
所
窓
口
で

助
成
決
定
通
知
書
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
受
診
時
に
医
療
機
関

に
提
出
す
る
と
、
助
成
金
額
を
差
し

引
い
た
分
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

【
協
力
医
療
機
関
】

仙
北
組
合
総
合
病
院
、
大
曲
中
通
病

院
（
大
仙
市
）、
市
立
角
館
総
合
病

院
（
仙
北
市
）、平
鹿
総
合
病
院
（
横

手
市
）、
中
通
病
院
、
中
通
健
康
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
秋
田
赤
十
字
病
院
、
秋

田
県
総
合
保
健
事
業
団
（
秋
田
市
）

※
そ
の
他
の
医
療
機
関
の
場
合
は
、
い

　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
国
保
加
入
者

に
実
施
し
て
い
た
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費
助
成
事
業
は
21
年

度
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
引
き
続
き
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

助
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
担
当

援
護
福
祉
課
）

　

国
保
に
は
退
職
者
医
療
制
度
が
あ
り

ま
す
。
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
の

老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、
そ
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
ま
た
は
40
歳
以
降

に
10
年
以
上
あ
る
65
歳
未
満
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
の
手
続
き
の
際

は
、
資
格
喪
失
証
明
書
と
一
緒
に
年
金

証
書
も
持
参
く
だ
さ
い
。

（
退
職
後
、
健
康
保
険
を
任
意
継
続
し
て
い
た

方
が
、
国
保
に
加
入
す
る
場
合
も
同
様
で
す
）

　

交
通
事
故
な
ど
の
第
三
者
の
行
為
に

よ
る
け
が
等
も
国
保
・
後
期
高
齢
者
医

療
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

そ
の
場
合
は
必
ず
国
保
担
当
課
に
連

絡
を
し
、「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
自
損
事

故
で
あ
っ
て
も
届
出
は
必
要
で
す
。）

　

加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け
取
っ
た

り
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
と
保
険
証

が
使
え
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　協会けんぽ（旧社会保険）にご加入の 40歳以上
75 歳未満のご家族（被扶養者）の方は、市で実施
する集団健診（特定健診）を受診できます。受診の
際は協会けんぽ発行の受診券・保険証・健診費用の
自己負担分を持参ください。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド

を
準
備
し
て
い
ま
す
。
国
保
年
金
課
な

ら
び
に
各
総
合
支

所
市
民
課
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

大
仙
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
、
４
月
か
ら
修
学
の
た
め
に
大
仙
市

外
へ
転
出
す
る
方
は
、
引
き
続
き
大
仙

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
際
、
修
学
先
の
在

学
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
在
学
中
で
、
す
で
に
手
続
き
が
済
ん

で
い
る
方
は
再
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
在
学
期
間
が
延
長

さ
れ
た
方
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
を
し
て
市

役
所
窓
口
で
助
成
金
支
給
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
け
付
け
開
始
】
４
月
１
日
か
ら

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

　

保
険
証
・
印
鑑
（
全
額
自
己
負
担
し
た

方
は
領
収
書
・
通
帳
等
・
結
果
通
知
書
）

　

現
在
１
割
負
担
該
当
と
な
っ
て
い
る
方
の
一
部
負
担
金
の
負
担
割
合
の
表
記
は
「
２
割
（
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
１
割
に
据

え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
小
学
１
年
に
な
る
子
ど
も
で
、
有
効

期
限
が
３
月
31
日
の
マ
ル
福
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
所
得
基
準
に
よ
り
福
祉
医
療
費
受
給
の
該
当
・

非
該
当
が
再
判
定
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
新

し
い
カ
ー
ド
を
、
非
該
当
と
な
る
方
に
は
非
該
当
通

知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

新
し
い
カ
ー
ド
が
届
い
た
方
は
受
診
の
際
必
ず
医

療
機
関
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
春
小
学
校
を
卒
業
す
る
子
ど
も
は
、
３
月
末
で

医
療
費
助
成
は
終
了
で
す
。
た
だ
し
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
場
合
は
医
療
費
助
成
が
延
長
さ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
者
に
連
絡
し
ま
す
。

20 年 度
特定健診
実施状況

対象者数 19,349人

受診者数 7,946人

健診受診率 41.1％

父母の扶養親族数
の合計 父母の所得額の合計

0人 3,972,000円

1人 4,352,000円

2人 4,732,000円

3人 5,112,000円

4人 5,492,000円

5人 5,872,000円

◯対象者数・受診者数は、20年4月1日から21年3月31日ま
で年間を通して国保に加入していた40歳以上の人数です。
◯特定健診は無料です。22年度の健診は4月（太田地域）か
ら始まります。
　　肺ガン・大腸ガン・前立腺ガン検診は特定健診と同時に
受診できます。ご家族そろって受診しましよう。
◯詳しい日程については、広報や健康カレンダー等をご覧く
ださい。

◯所得制限基準額表※所得・扶養親族数は
　平成２０年分所得で判定します

４０歳～７４歳までの国保加入者のみなさんへ

特定健診・特定保健指導
を受けましょう。

２２年
３月下旬に

平
成

22
年
度

 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

 

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
予
定

協会けんぽ加入のご家族（被扶養者）の
方の健診について

は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

施
術
費
助
成
は
廃
止
で
す

定
年
な
ど
で
長
年
勤
め
た
会
社

を
退
職
し
、
国
民
健
康
保
険
へ

加
入
す
る
方
へ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発

医
薬
品
）
希
望
カ
ー
ド
を
ご
活

用
く
だ
さ
い

修
学
の
た
め
他
市
町
村
に
転
出

さ
れ
る
国
保
加
入
者
の
方
へ

 

新
小
学
１
年
生
の
福
祉
医
療
受
給
者
証

問い合わせ

国保年金課
☎ 0187-63-1111（内線 103.128.150）
または各総合支所市民課保険担当

国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
の

予
定
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
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受
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齢
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１
年
生
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０
０
０
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に
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末
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対象者数 19,349人
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健診受診率 41.1％
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1人 4,352,000円

2人 4,732,000円
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5人 5,872,000円

◯対象者数・受診者数は、20年4月1日から21年3月31日ま
で年間を通して国保に加入していた40歳以上の人数です。
◯特定健診は無料です。22年度の健診は4月（太田地域）か
ら始まります。
　　肺ガン・大腸ガン・前立腺ガン検診は特定健診と同時に
受診できます。ご家族そろって受診しましよう。
◯詳しい日程については、広報や健康カレンダー等をご覧く
ださい。

◯所得制限基準額表※所得・扶養親族数は
　平成２０年分所得で判定します
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期日 時間 会場

４月
２日
（金）
全血

10:00～
11:50 JA 秋田おばこ 本店
12:00～
13:10 ユアテック（株）大曲営業所
14:30～
16:00 大曲商工会議所

13日
（火）
全血

10:00～
11:30 東北電力（株）大曲営業所
13:00～
14:00 （有）佐藤縫製
14:30～
16:00

アネスト岩田秋田（株）
秋田工場

26日
（月）
全血

10:00～
11:10 （株）自然科学調査事務所
11:50～
12:50 （株）佐藤忠蔵商店
14:00～
14:50

（株）タカヤナギ
サポートセンター

15:00～
16:00

特別養護老人ホーム
サン・サルビア

28日
（水）
成分

10:00～
12:00 市役所南外庁舎
13:00～
16:00 神岡福祉センター

30日
（金）
全血

10:00～
12:00
13:00～
16:00

ジャスコ 中仙店

【問い合わせ】

 健康増進センター大曲分室

 ☎ 0187-62-1015まで

※成分献血には予約が必要です。会場は

変更になる場合があります。

仙北組合総合病院からのお知らせ
４月から土曜の外来を休診します

　医師など医療従事者の労働環境改

善のため、４月から毎週土曜日の外来

診察を休診します。救急については

従来どおり24時間体制で診察します。

【問い合わせ】

 仙北組合総合病院☎0187-63-2111まで

心と健康のつながり
宮本和知氏講演会

　元プロ野球選手（読売巨人軍・投手）

の宮本和知さんを招き、心と健康につ

いての講演会を行います。（入場無料）

◆日時／３月28日（日）午後２時開演

◆会場／西仙北ぬく森温泉 ユメリア

【問い合わせ】

 西仙北総合支所地域振興課

 ☎0187-75-2961まで

作法と踊りを体験
子どものための日本舞踊体験教室

　正座・おじぎなどの作法と童謡な

どに合わせての踊りを体験できます。

詳細は問い合わせください。

◆対象／３歳以上の未就学児

◆期日／３月21日（日）・22日（月）・

23日（火）※全３回

◆会場／藤間流日本舞踊稽古場

※JR大曲駅東口徒歩３分

【問い合わせ・申し込み】

 藤間流 藤扇会☎0187-62-0469まで

有用微生物について学びませんか
EM環境浄化生ごみ堆肥化勉強会
　EM（有用微生物群）を活用した生ご
みの堆肥化などを学びます。

◆日時／３月26日（金）①午前９時30分～

②午後１時30分～（①・②の内容は同じ）

◆会場／女性センター

◆定員／①、②ともに15人

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市EMによる環境浄化研究会

 太田さん☎0187-63-6080まで

きれいな街で春を迎えよう
ＪＴ清掃活動

　大曲駅前を中心にごみ拾いなど清

掃活動を行います。道具などは当日

受け付けで渡します。（申し込み不要）

◆日時／４月３日(土)

午前11時～正午（雨天決行）

◆集合場所／ねむのき児童公園

（大曲通町）※緑のテント・のぼりが目印

【問い合わせ】

 JT秋田営業所社会環境推進チーム

 ☎080-1377-9719まで

４月はこの地域です
電気設備定期調査

　各家庭の電気設備を調査し、結果

をお知らせしています。

◆４月の調査対象／【大曲地域】川

原町、中良野【神岡地域】本町、家後

【問い合わせ】

 東北電気保安協会大曲事業所

 ☎0187-63-4940まで

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

【①マシニングセンタプログラミング講習】

期間／４月14日から16日まで

【②ゼロから学ぶIllustrator講習】

期日／４月15日（木）・16日（金）

【③自信がつくビジネスマナー講習】

期日／４月20日（火）・21日（水）

【④１級電気工事施工管理技師

学科試験準備講習】

期日／４月20日から23日まで

【⑤第２種電気工事士技能試験準備講習】

期日／４月26日（月）・27日（火）

◆対象／会社等に勤務されている方

（①・③は新人の方のみ対象）

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／【①〜③】10人【④・⑤】20人

◆受講料／無料（別途テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校☎0187-62-6321まで

絵を描いてみませんか
絵画教室受講生募集

　絵を描きたい方を対象にした月４回

の絵画教室です。日時は相談ください。

◆会場／高梨アトリエ「絵画工房う

さぎの芽」（高梨金堀）

◆参加費／【３歳〜小学生】月2,000円

【中学生以上】月4,000円※材料費・施設費

【問い合わせ・申し込み】

 絵画工房うさぎの芽 小山内さん

 ☎080-3764-3642まで

もしもの時にいのちを救う
普通救命講習会（AED含む）

　市民を対象にした無料の救命講習会

です。受講者には修了証を交付します。

◆日時／３月23日（火）午後２時～５時

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆定員／40人

【問い合わせ・申し込み】

 仙北ふれあい文化センター

 ☎0187-69-3333まで
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外 … 休日外科当番医
午前10時～午後4時

歯… 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

人
口
増
減

内

　
　訳

※（ ) 内は前月比

人　口 91,532 人 （- 41）
　男 43,185 人 （- 9）
　女 48,347 人 （- 50）
世帯数 30,739 世帯 （- 7）

出　生   44 人
死　亡   105 人
転　入   111 人
転　出   100 人

2/28現在

大仙市の行事予定
3月16日火 ～4月4日日

▼雪もだいぶ消え、
日増しに春めいてき
ました。３月 22日
は大仙市が合併して
からちょうど５年。
当日は大仙市誕生５

周年記念式典が大曲市民会館で行
われます▼ふと「そういえば５年前
は自分は何をしていたろう」と思い、
５年前に書いた日記を読み返してみ
ました。当時は大学生。読みながら
「こんなことがあった」「こんなこと
を考えていたんだ」など思い返し、
懐かしいような、気恥ずかしいよう
な…▼記念式典の準備を進めてい
る総合政策課。先日、班長（し）が
大仙市５年の歩みの年表を作ろうと
広報を第１号から読み直していまし
た。「こんなことあったなあ。懐か
しいなあ」と班長▼大仙市の歴史を
紡いできた「だいせん日和」。「広報
は100年経てば古文書になる」とい
う言葉がありますが、過去の広報を
見返せば懐かしい記憶や新しい発
見があるかもしれません。　　（ゆ）

だいせん日和
編集発行
大仙市役所
企画部総合政策課広報班
〒 014-8601
秋田県大仙市大曲花園町１番１号
☎ 0187-63-1111（代表）
発行日
毎月２回（１日・16 日）
印　刷
株式会社 三森印刷

木18

27 土

20 土 新作花火コレクション 2010
　■午後６時20分～■大曲ファミリースキー場

木25

3 土

水31 「チャイルドシート購入費補助金」「資源ごみ集団回収補助金」申請期限

月29

金26

大仙美郷クリーンセンター休日開場日■午前８時30分～・午後１時～
　■【家庭ごみ】65円／ 10㎏【事業ごみ】110円／ 10㎏
※４月１日から事業ごみの料金が変わりました。（３月までは90円／ 10㎏）
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  まつだ歯科医院（仙北市）☎ 0187-43-3600
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

4 日

28 日

酒遊サミット in なんがい（申込者のみ）
　■午後０時50分～■南外コミュニティセンター
スポーツキャスター 宮本和知氏講演会
　■午後２時開演■西仙北ぬく森温泉温泉ユメリア（無料） ▼ P18
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  髙橋歯科医院（大曲）☎ 0187-65-2238
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

金2

水17 西仙北地域の市長面会日■午前10時～■西仙北庁舎

金19 鈴木空如粉本展（～ 25 日）■午前９時～■大曲中央公民館２階図書室

23 火

水24

30 火

市で建設確認業務を開始（建築住宅課☎ 0187-66-4908・大曲南庁舎）木14／

火163／ 第１回市議会定例会（５日目）■午前10時～■議場

大仙市誕生５周年記念式典
　■午後１時45分～■大曲市民会館 ▼ P4・5
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131

月22
振替休日

嶽六所神社奉納ぼんでん■午前８時～■嶽六所神社
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  冨岡歯科医院（太田）☎ 0187-88-1123
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日21
春分の日
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